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商品先物取引は、期限・レバレッジのある取引です。取引証拠金の額に比べ約15倍から約40倍という著しく
大きな金額の取引を行うため、日々の値動きにより、短期間の間に大きな利益・大きな損失を被る可能性が
あります。
詳細につきましては、PremiumClubメニュー左下に掲載されている『取引の重要事項』をご確認ください。

○東京金先限終値　　2,951円　　（前日比＋36円）
＜為替の急激な円安が、国内商品市場を底上げ＞
ドル／円は、現在96円後半で推移しており、半月ぶりの高値を記録。
今まで、円高で頭が重かった国内商品市場はここで底上げになった形。
円安・ドル高に動いた理由は、ドル売りに傾いていたポジション調整によるドル買
戻しや27日設定の投信にからむ外貨需要とも言われているが、明確な材料では
ない。
今後の為替市場は、円安・ドル高に進む可能性は低く、ドル買いポジションに変
化する形も見えない。戻り売り基調でドル売りは続く予想。
国内金市場は、前回高値2,940円前後のレジスタンスブレイクで再度5月高値
2,968円を意識している。
すでに、終値ベースでは5月の高値更新してラウンド・ボトムが完成した。
明日の値動きで、2,940円以上で終われば2日ルールで売り方のロスカット実行。
ラウンド・ボトム完成⇒レジスタンスブレイク⇒サポートの流れで上昇トレンドが強
力になる可能性がある。
まずは、本日のＮＹ金市場に注目だ。　（28日　宮永　17：00）
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